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の虹が架かる明和町の未来へ 
 

【コストコ特別内覧会セレモニー】 

４月２５日、コストコグランドオープンの前日に特別内覧会セレモニーが開催

されました。セレモニーでは、およそ 1,500人の聴衆を前にして、明和町とコス

トコとの間で『災害時における物資調達に関する協定』も結びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協定締結式の様子 私とコストコ日本支社長ケン・テリオ氏】 



そして、コストコ日本支社長のケン・テリオ氏が、気持ちのこもった日本語で

挨拶されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【挨拶の様子】 



私は、カタコトの英語で挨拶いたしましたので、下記のとおりご紹介します。 

My name is Motosuke Tomizuka. 

私の名前は冨塚もとすけです。 

I am the mayor of Meiwa town, Gunma prefecture. 

私は群馬県明和町の町長です。 

Please call me “Ｔommy” and be friendly 

どうぞ親しみを込めて“トミー”と呼んで下さい。 

The Costco that we are waiting for a long long time is finally open today. 

私たちはコストコが来るのを長い時間待っていました。そして、ついに今日オー

プンいたしました。 

Welcome to Meiwa town , Costco.  Thank you 

コストコ ようこそ明和町へ。ありがとうございます。  

その後、明和倉庫店の山本 薫店長の挨拶があり、いよいよ鏡割りとなりま

した。 

 



 

【コストコワシントン本社ＣＥＯ クレイグ・ジェリネック氏（左）、  

コストコ日本支社長 ケン・テリオ氏（右）】 

セレモニーが終わり、その後の内覧会では、どんな商品が並んでいるのか

店内を見て回りました。『倉庫店』と言うだけあって、一つひとつの商品がＢＩＧ

で笑いが起きるほどです。食料品をはじめ生活用品やレジャー用品等、沢山

の商品が並び、大変賑わっておりました。 

何も無かった明和町に、こんなに大きな商業施設であるシンボルができたこ

と、そして、県外からも多くの方が来てくださっていることに歓喜が湧きました。 

今後は、ふるさと納税等も活用し、町全体でコストコを盛り上げていけたらと

思います。 

 

 



【３期目初登庁】 

４月２６日、コストコグランド

オープンの日は私の３期目の

初日であり初登庁の日でした。 

この日の朝は、あいにくの雨

でしたが、夕方には素晴らしい

虹が架かりました。私は、コストコの中にいたため虹には気付きませんでした

が、ある職員から虹の架かった役場庁舎の写真を見せてもらい「ハッ」としまし

た。この写真に似た光景を夢でみていたからです。 

 

【介護福祉課 高木係長撮影】 



実際の夢では、コストコにＷの虹が架かっていました。これは、「コストコが明

和町に来る」予知夢だと信じ、頑張って誘致して来ました。そして、コストコ誘致

を実現し、自分の選挙を終え、オープンを迎え、正夢になったと感じています。 

よく見ると、虹は、ひとつだけでなくＷ（ダブル）です。明和町の輝かしい未来

を空が祝福してくれているようでした。 

 

【天からアイディアが、そして皆が助けてくれる】 

私は、寝ていても「ふぅと」アイディアが浮かんできます。まさに天から降りてく

るような感じです。 

アイディアを天からいただくだけではありません。皆さんからのご協力もいた

だいております。国の事業については笹川代議士に、工業団地については国・

県の皆様にご協力をいただけました。課題が多く苦労しましたが、川俣駅は国

庫補助金で新しくなり、今まで誰も為し得なかった東部工業団地も出来る。川

俣駅東口に病院、国道１２２号バイパス沿いにコストコが来る。川俣駅南踏切

は群馬県事業として拡張になる。国庫補助事業として駅前のコンパクトシティ

構想が進められる。斗合田と下江黒の間の荒地は整地にできる。大佐貫の寮

跡地には、寄付を活用してパークゴルフ場を整備する。 

今まで出来なかった事が次々と実現する。これまでの明和町ではあり得ない

事があちこちで起きています。この魔法みたいな事ができるのは

私しかいないと思っております。ですから、私は見えない力を持

っていると私自身確信しております。 



【魔法使い“トミー”が今後の 4年間何を成し得るか？】 

目標として掲げている『オールインワンのまちづくり』は、まだ完成し

ておりません。今後も、民間の皆様の力を含めた多くの方の力をお借りし

て『まちづくり』を進めていきたいと思っております。 

明和町は、多額の借金を減らしながら税収を伸ばしてきました。そして、

民間企業と組んで民間資金を活用して、町内インフラを整備してきました。

これからも、その方法（ＰＦＩと言います）を使って町を成長させてまい

ります。ご支援を賜りました皆様のご期待にお応えすべく、今期も頑張り

ます。 

 

 

令和 ５ 年 ５ 月 １ ９ 日 

明和町長 冨塚もとすけ 


